
ロードマップに基づいたＭＭの実践と検証
- 30万都市における全戸に対する働きかけのインパクト -

春日井市まちづくり推進部都市政策課

第十九回日本モビリティ・マネジメント会議

2024年8月25日



春日井市概要

基本情報
・位置 愛知県北西部、名古屋市に隣接
・人口 306,423人（令和6年4月現在）
・面積 92.78ｋ㎡

特色
・その① 平安時代の書の三跡「小野道風」の

生誕伝承地である「書のまち」
・その② 全国的にも珍しいサボテン実生栽培生産地
・その③ 市街化区域中約76％を土地区画整理事業で整備
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春日井市でMMをする背景

将来にわたって、公共交通の利便性を確保し続けること

＜目標＞
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背景
・春日井市では路線バスやコミュニティバス、オンデマンドバス等の
多様な公共交通が運行している。
・一方で、自動車依存の進行や、今後の人口減少により、公共
交通利用者が減少すると、将来的に、サービスを維持できなく
なる恐れがある。



令和3年度「ロードマップの策定」
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ＭＭロードマップ
・３か年のMMプロジェクトをまとめたロードマップを策定
・取組の方針 「小さく生んで、大きく育てる」

昼間帯の高齢者等を中心とした
比較的小さいグループを対象にコミュニケーション

令和4年度
ねらい：
公共交通に関心を持ってもらう

令和6年度
ねらい：
公共交通を使い続けてもらう

市全域を対象とした
大規模なコミュニケーション

前年度の取り組みの成果・知見を踏まえ、
取り組みの深化

令和5年度
ねらい：
公共交通で一度おでかけをしてもらう



行動変容率が大きい

②公共交通の利用が少ない

MM効果が大きいエリア
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令和3年度「ロードマップの策定」

対象者のボリュームが大きい

①高齢者のボリュームが大きい

ＭＭロードマップ
・実施エリアの候補選出と地域の特性に応じた働きかけ手法を整理



令和4年度「それぞれの地域の実情に即したMM」

5

オンデマンドバスが運行
エリア１

シティバスや民営バスが多く運行
エリア２

春日井市
全域

小型車両で実証運行
エリア３

実施内容
・市内３エリアと春日井市全域で、交通特性や住居環境に即した働き
かけの実施
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令和5年度「前年度の取り組みを発展させたMM」

公共交通の情報紙「move！かすがいvol.2」
・前年度に引き続き、公共交通の情報紙「move!かすがい」を発行
・秋をテーマにした外出スポットを公共交通手段と合わせて提示
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令和5年度「前年度の取り組みを発展させたMM」

公共交通の情報紙「move！かすがいvol.2」
・かすがいシティバスの1日乗車券引換券を配布
・2,405枚が引き換え（約３％の世帯が引換券を使用したと試算）



令和5年度「前年度の取り組みを発展させたMM」
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公共交通の情報紙「move！かすがいvol.2」
・webアンケートや乗車券引換枚数等で効果測定
・外出機会、新規利用者、公共交通への関心など

おでかけ機会の
創出に寄与

読者の声
初めてシティバスを利用しました。
いっぱい歩いて季節を感じ、とても
楽しい旅になりました！
（30代女性）

おでかけした人

66人

おでかけしなかった人

231人
n=297
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令和5年度「前年度の取り組みを発展させたMM」

公共交通の情報紙「move！かすがいvol.2」
・情報紙を契機にシティバスを利用したのは37人
・うち17人が普段は使わない人
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令和5年度「前年度の取り組みを発展させたMM」

「move!かすがい」発行を機に、
シティバスを新たに利用した人

＝1,239人と推計

（市人口に対して約0.4%）

公共交通の情報紙「move！かすがいvol.2」
・情報紙を契機にシティバスを利用したのは1,239人と推計
・公共交通への関心（新規利用者の増加）

公共交通の新規
利用に寄与

アンケート回答のサンプル

シティバスお試し乗車券引換券を
「利用した」と回答＝33人

市全体

お試し乗車券引換券の
引換実績＝2,405枚
（2,405人と仮定）

72.9倍
（拡大係数）

72.9倍
（拡大係数）

日頃シティバスを「ほとんど使わな
い」「使ったことがない」人で、タブロ
イド発行を機に利用した人＝17人 1,239人(推定)



令和5年度「前年度の取り組みを発展させたMM」
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まとめ
市全域
・普段は公共交通を使わない人が使ってみるといった行動変容あり

エリア１～３
・ワークショップなどにより、「公共交通を使ってみたい」などの意識の
変化はあったものの、行動変容まで十分至らなかったエリアも

新規利用者をさらに増やし、継続して使用してもらうこと

＜今後の目標＞



御清聴ありがとうございました

春日井版MaaSウェブアプリ
『move！かすがい』

はコチラ
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